
丸紅洋上風力開発株式会社は、秋田港・能代港における洋上風力発電所の安定的な運営・管理を継続するにあたり、本社・現場の双方
で「安全最優先」を徹底しています。また、全社で展開するこれらのHSE（衛生・安全・環境）活動の内容や、そこから得られた知見を
広く共有することを目的として、定期的に本ニュースレターを発行しています。
親会社である丸紅が出資する「山形県遊佐町沖洋上風力発電事業」においては、当社が開発実務の中核を担い、プロジェクトを力強く

推進しています。秋田・能代で培った経験を活かし、この新たな舞台においても事業計画の初期段階からHSE活動を組み込み、安全な事
業推進の礎を築いています。
第6号となる本号では、2026年の初春から、初夏の訪れを待つ季節にかけて、現場および本社で実施したHSE活動についてご紹介いた

します。

安全大会・振り返り会の開催

4社合同安全大会
秋田洋上風力発電（AOW）、ベスタス・ジャパン

（Vestas）、Akita OW Service（AOS）、そして当社の関係
者が一堂に会する合同安全大会は、今年で3回目となります。
当日(2/25)は、世界の洋上風力業界におけるリスク指標の考
え方から、海難事故時の対応策まで幅広いテーマで講演が行わ
れました。また当社からは、「冬道を含めた安全運転講習」を
実施しました。車の運転は、事務所で勤務するすべての人に関
わる重要なテーマです。特にこの冬は豪雪であったため、地元
ならではの吹雪時の注意喚起など、雪国特有のリスクに対する
工夫を参加者間で学び合い、会社の垣根を越えて安全意識を高
め合う有意義な場となりました。

振り返り会
安全大会の翌日(2/26)には、昨年度の春夏期に実施した各

種設備点検作業を検証する「振り返り会」を実施しました。
今回で4回目となる本会では、現場の各担当者が順に発表を行
い、改善策やシステム運用の課題について活発な意見交換を行
いました。
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冬の厳しさと日々の業務

昨年から今年にかけての冬は、例年と比べても非常に雪の多い厳しいシーズンとなりまし
た。
洋上風力発電所の維持管理は、海の上だけにとどまりません。陸上にある変電所の点検や、

地下ケーブルルートのマンホール検査など、雪に覆われた設備の確認も重要な業務です。今
シーズンは深い雪をかき分けながらの作業が続き、現場スタッフにとっては例年以上に体力
を要する環境となりました。
また、洋上の風車へ向かう作業員輸送船（CTV）への乗船時にも細心の注意が必要です。

現場へ運ぶ荷物を吊り上げるためのスペースをしっかりと確保するとともに、凍結や足元の
滑りによる転落リスクを防ぐため、岸壁から船までのアクセスルートは毎日入念な除雪を行
い、作業員の安全確保を徹底しました。
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クリーンアップ活動

当社は地域の美化活動や地域行事にも積極的に参加しています。

山形県では、山形県漁協吹浦支所にて毎年度初めに実施されて
いる清掃活動に参加しました。当日(4/4)は早朝より、地元の漁
業者の皆様や女性部の方々と共に支所周辺の清掃に取り組みまし
た。
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定期レスキュー訓練と技能のアップデート

「東京の救急」について学ぶ講演会を実施

当社では、HSE活動の一環として、社員が身近なリスクや緊急時対応について学ぶ機会を継続的
に設けています。今回、その取組みの一つとして、丸の内消防署より現役の救急隊員お二人を講師
にお招きし、「東京の救急〜現場で見てきた救急体制と私たちにできること〜」と題した講演を開
催しました。講演では、東京における救急の現状や、実際の現場での経験を踏まえたお話に加え、
私たちが日常生活や職場で気をつけるべきこと、緊急時にその場に居合わせた際、私たちにできる
対応などについて、具体的に説明いただきました。
当社は昨年、丸の内消防署での消防業務・火災対応に関する学びに加え、普通救命講習の受講促

進にも取り組み、東京消防庁より「救命講習優良事業所」として認定されています。そうした流れ
もあり、今回は「救急」をテーマに、より実践的な視点から理解を深める機会となりました。実際
の現場に携わる方々ならではの説得力あるお話を通じて、救急をより自分事として捉えるきっかけ
になりました。

当社では、当社独自の定期的な救助訓練を継続して実施しています。今春も、
現場での各種検査作業の本格化に先立ち、4月6日に風車基礎部（TP：トランジ
ションピース）内でのレスキュー訓練を実施しました。
今回の訓練には、新たに配属されたメンバーが参加して基本手順や装備の取

り扱いを学んだだけでなく、すでに訓練を経験しているメンバーも、知識のリ
フレッシュと確実な技能維持・向上を目的として参加しました。
訓練では、風車最下部での負傷者発生を想定し、要救助者をプラットフォー

ム上まで引き上げ、作業員輸送船（CTV）へ安全に搬送するまでの一連の流れ
を実践しました。

一方、秋田県では、今シーズンも例年通り
「秋田地域アダプト・プログラム」に基づく
クリーンアップ活動を実施しました。当日
（3/11)は朝8時30分より約1時間、万全な熊
対策を行いながら秋田変電所付近の国道56号
沿いのごみ回収に取り組みました。雪解け直
後という時期もあり多くのごみが落ちていま
したが、今回の活動により沿道周辺をすっき
りと綺麗にすることができました。
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